
 
平成２８年９月２０日 

 

那須烏山市議会議長 渡 辺 健 寿 様 

 

                経済建設常任委員会委員長 平 塚 英 教 

 

決算審査結果報告書 

 

 本委員会に平成２８年９月１２日に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したの

で、那須烏山市議会会議規則（平成１７年那須烏山市議会規則第１号）第１０９条の規定によ

り報告します。 

 

 

１ 審査期日  平成２８年９月１３日（火）及び１４日（水） 

 

２ 審査場所  那須烏山市役所 南那須庁舎 議員控室 

 

３ 出席委員  平塚英教、矢板清枝、久保居光一郎、髙徳正治、髙田悦男、小森幸雄 

 

４ 説明のための出席者 

        農政課長 糸井美智子、商工観光課長 石川浩、環境課長 薄井時夫、 

都市建設課長 小田倉浩、上下水道課長 奥澤隆夫、他関係職員 

 

５ 審査事項  本委員会の所管する農政課、商工観光課、環境課、都市建設課、上下水道

課及び農業委員会の平成２７年度那須烏山市の一般会計、特別会計及び水道

事業会計の歳入歳出決算 

 

６ 審査結果  本委員会が付託を受けた一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算につ

いては、全会一致で原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。ただ

し、次のことについて要望し、意見を付することとします。 

 

各課横断的なもの 

・特産品開発・六次産業化・市ブランド化については、市、農協、商工会、観光

協会等も含めオール那須烏山体制で協議会を設置し、本腰を入れて取り組まれ

たい。なお、特産品開発について市内で個別に取り組みを行っている方々に対

し、しっかりと支援を図る独自の体制作りにも努められたい。 

農政課 

・本市の地域農業を守るために農地の集積・集約化と担い手の育成を図り、集落

営農の組織化に本格的に取り組まれたい。将来を担う若手農業後継者が育つ農

政に努められたい。 

・今取り組んでいる元気な森づくり事業をさらに定着させるために、とちぎの元

気な森づくり県民税を引き続き実施するよう県に強く要望されたい。 

商工観光課 

・企業立地については、農政課とも連携を図りながら、本市に多くある山林や丘

陵地帯等の土地を、例えばテーマパークや花公園等に活用できるように企業に

提案するなど、発想を変えて取り組まれたい。 

・商業振興対策事業のプレミアム商品券の発行については、短時間で売り切れる

状況にある。地域振興券のようなものにできないかも含め、プレミア率や発行



 
の方法、内容について幅広く市民に利用され、商業活性化に繋がる事業になる

ように検討されたい。 

環境課 

・河川の浄化は、本市のシンボルである清流と鮎の遡上においても重要な課題で

ある。清流を守る会等の民間団体や、市民と一体となった河川の浄化に取り組

まれたい。 

都市建設課 

・市営住宅使用料については、滞納繰越分も着実に減尐しており、現年度納付分

も未納が無い状況であり評価する。引き続きこの状態が維持できるよう努めら

れたい。 

・道路及び橋梁の維持管理については、合併特例債の減尐、税収減等、財政の厳

しさが見込まれるもとで、将来を見据えた長寿命化計画を策定し、国からの交

付金事業等を導入して、市の財政負担を尐しでも圧縮できるよう努められたい。 

上下水道課 

・企業債の繰上償還の実施による支払利息の圧縮と、簡易水道の有収率の向上は

評価できる。それを踏まえ、上水道についても引き続き有収率を向上させる対

策を実施されたい。 

・戸別訪問や各種啓発活動などの地道な取り組みをされていることは評価するが 

依然として烏山地区の下水道接続率が低位である。南那須地区の下水道や農業

集落排水事業と比較しても接続率に格差があるため、引き続き接続率向上に向

け努力されたい。なお、下水道負担金、使用料の未納が発生しないよう、対策

も併せて検討されたい。 


